
令和3年　労 働 災 害 発 生 状 況 (休業4日以上の死傷者数）

業種別 水戸労働基準監督署
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規模別 事故の型別
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31 80 26 100 37 42 14 19 3 13 27 (1) 82 (1) 237

134 357 117 203 134 140 45 80 32 (1) 60 99 (3) 221 (4) 811

※ 数値は、労働者死傷病報告より集計したものであり、（　）内は死亡者で内数である。

※ 陸上貨物運送事業は「道路貨物運送業」、「陸上貨物取扱業」を合わせたものをいいます。
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災害発生状況（令和元年～３年）
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令和３年に水戸署管内で発生した労働災害の件数は、８１１件

であり、前年から７９件増加となりました。死亡災害は、４件発生し

ており、前年から１件減少となりましたが、予断を許さない状況が

続いております。

令和３年に水戸署管内で発生した災害の事故の型を分析しま

すと、転倒災害が一番多く、次いで墜落・転落災害が多い状況と

なっております。茨城労働局では、増加する転倒災害を受けて、

「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト茨城」を展開中です。ご参考にし


